
-き地児童生徒の学習に関する総合的研究1)

- 施 設 ･設 備 に つ い て -

菊 池 一 美

StudiesoftheAchievementoftheSchoolchildrenintheRemote

Districts

- TheSchool-buildingandEquipment-

IcIⅡMI KIKUCHI

Ⅰ 調査のねらいと方法

我々は昭和37年度以降-き地児童生徒..~(以下-き地学童と略称する)の学力が向上する為

にその学力に影響を及ぼす諸要因は何であるかについて共同研究を進めて来た.私は主として

行財政の両について調査を行いその結果について簡単な報告を発表した｡.･(岩手大学学芸学部

年報第22巻 p.49以下参照)

私はそこでは市町村当局や敦育委員会はその地域なりに努力して居り,それでも尚且最低の

物的条件の整備すら意の如くならず,どうしても市町村をこえた広域段階の施策が必要である

ことを括摘した｡所が学校の段階になると学校長の管理運営の如何によっては尚改善の余地が

残されて居るのではないかと思われた｡然し種々の悪条件の下で苦労して居られる現場の様子

を見るとそのことを強調出来ない様な気がした｡

施設 債々の点につい ては市町村当局の努力によって一応学校も新零され,理科教育振興法

(以下理振法と略称する)産業教育振興法 (以下産振法と略称する)による補助金も殆んど全

部の学校に行きわたり,予想以上に整備されているというの.が私の感じであったo然し果して

-き地以外の学校に較べて劣っていないだろうか.この点について更vL検討を加え,どの面に

国の施策が向けらるべきかを明らかにすることがこの調査の狙いである｡

調査方法

岩手県のへき地指定校 (分校も1校として計算)332校に調査票を送り,昭和38年 12月31

日現在で夫々の項目について記入して貰った｡又へき地以外の学校との比較め為に平場の代表

的学校を小学校,中学校夫々12校合計24校選び之にも同じ調査票を送付したo

調査内容は大きく校地,校舎等の所謂学校施設の面と,各教科の痩業VL直淳必要な教材の面

に分け,施設については両帝とか教室数,教材についてはその教材の名称,保有数量,利用状

況等を調べた｡

へき地級別の学校数及び回答校数,回答率などを示すと,表 1の様になる｡

1) 本稿は昭和38年度文部省の科学試験研究補助金による綜合調査のうち,施設設備に関する調査

(特に教材調査を中心として)を まとめたものである｡担当者は岩館広忠,菊池一美,石JH桂司

の三名で整理執筆は菊池が之に当った｡
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表1ー調査学校数

計

X ( )内の数字は分校の数を示す｡

済X %は小数点以下を4拾5人したので合計が必ずしも100にならないことがある.以下の%も

すべて同じ｡

ⅠⅠ 調査結果とその考察

私は調査結果を比較考察する観点として-き地級別によることを考えたが,実際之をまとめ

てみると-き地級別■の差よりは学校規模による方が意味があることが明かになったのでこれに

よることVLしたO学校規模の区分としては昭和35年文部省で行った理科設備調査昭和36年の学

校設備調査を参考忙し,表2の様に考えた.

表 2 学校規模の区分

区 分 挙 級 数 学 校 数

小 Ⅰ 1学級 17

学 Ⅱ 2- 5 80

校 Ⅱ 6以上 40

(小計) (137)

中 Ⅰ 1.〉2 16

学 Ⅱ 3′〉5 26

校 Ⅱ 6以上 6

(小計) (48)

参 考 資 料

理 科 (S.35) 学校設備 (S.36)

Ⅰ 5以下 Ⅰ 5以下

Ⅱ 6′-23 Ⅱ 6-.23

Ⅱ 24以上 Ⅱ 24以上

Ⅳ 分校

Ⅰ 分校及2以下 Ⅰ 5以下

Ⅱ 3-i Ⅱ 6.-17

Ⅱ 6ノ-17 Ⅱ 18以上

1. -き地学校の規模

へき地学校の施設 僻々で最も目につくことは小規模学校だけそれが劣悪であるということで

ある｡そこで先ず岩手県の-き地学校が全国の債向と較べてどの様な特長をもっているかを見

よう.昭和38年 6月1日現在で文部省はへき地学校実態調査を行っているがそれによって級別
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学校数の構成比(%)を見ると表3の様になる1)0

表 3 -き地学校級別数の構成比(̀%)X

別

3

米 文部省報告書では経過措置の学校をも含めているので之を除いて再計算したも

のである｡

之を見ると一級地が最も多く級数が上るにつれて漸次少くなる点は全国共通であるが岩手の

場合,五級が少いのは蔽地の高い離島がない為と考えられる｡その代り二,三級の比率が全国

平均より高くなっている｡級が高いことは必ずしも小規模学校であるとは限らないのであって

級別構成比からほ学校規模の推定は出来ないように思うO今-学校当りの児童数,学級数教員

数を全国平均と比軽してみると表4の様になる｡

表 4 へき地学校の規模 (-学校当り平均数)

校児

X 参考として掲げた｡

之によってみるとへき地学校の規模は全国的に見えても-き地以外の学校の五分の-乃至六

分の-であり,岩手の場合は更に下廻って六分の-乃至八分の-という規模である｡この規模

表 5 規模別学校数の構成化(%)

(イ) 学童数別

区

I) へき地学校実態調査報告書 昭和38年度 文部省 (S.39.7発行)



4 菊 池 一 美

が小さいということがすべての点で不利な結果を招いていることは後に述べる通 りである｡し

.かもこの平均学童数は算術平均であるから大規模学校の影響で実情より多くなっている｡むし

ろ学校の数から云えはその50%が60名 (小学校)乃至65名 (中学校)の学校でこの数が岩手の

へき地学校を代表していると云ってよいoこのことは学級数についても云えることでこれを示

すものが表5であるO尚本調査で用いた学校規模区分による学童数による学校数分布は統計表

第 1表に示す通 りである.

(ロ) 学級数別

区 1 2 3 4 5 6 7-11 12-18 19以上 計

全 国

岩 手

12 27 19 5 5 23 6 3 0 100

12 37 15 4 3 26 3 0 0 100

以上の事実から予想されることであるが,へき地学校に於ては一学級当りの学童数も極めて

少い｡本調査によればへき地全体の平均で小学校25.7名,中学校28名で之を叔別にみると,5

級地小学校14名,以下政が下る毎に17･5名,21･8名,24.6名,27.7名,中学校では14名 (4敵

地回答なし)20名,29名,31名と毅が下るにつれて多くなっている｡これをみるとやはり級が

高くなるにつれて小規模になるという結論になる様である0

2. -き地学校の施設

-き地学校の施設について,私は昭和37年度の調査報告書1)において現行施設基準が一学級

50名,12学級程度の学校を標準にして作られている為に,-この標準以下の小規模学校では学童

一人当 りの面黄は現行基準をはるかに越えていても,実際は極めて不十分な施設しか保証され

icいず教育上支障を釆していることを据摘しておいた｡本調査でもこの観点から施設の絶対量

と学童一人当りの量を調べ如何に現行基準が小規模学校に不適当であるかを実証しようとし

た1)0

(1) 校 地

校地については一応基準と考え,られるものは, 日本建築規格,木造小学校建物 JES建築

1302(甲和24年文部省,商工省告示第1号)一に;~小学校12学級以下の場合,児童 1人当 り両横
20m2(約6.6坪),中学校の場合は学級数でなく生徒数L4=80人未満の場合一人当り30m2(9.9坪)

とされている｡若し仮にこの基準通 りに考えると15%もある20人以下の学童数の学校の場合,

小学校で132坪,中学校で198坪となる.この校地内に校舎等の必要施設を建てることになるか

1) 前掲,岩手大学学芸学部年報,第22巻

1) 昭和39年5月･,義務教育諸学校施設費国庫負担法施行令等の一部を改正する政令 (政令第153号) _
で基準が学童一人当りの考え方かから学級当りの基準に改正されたのでこの不合理は将来なくなる
であろう｡



へき地児童生徒の学習に関する綜合的研究 5

ら,屋外運動場をとる余地は全くなくなる｡この点から考えても小規模学校については別の基

準が必要と云えようO本調査による学校規模別校地両帝を示すと統計表第2表の様になる｡

之を見ると,小学校の場合-学政の学校 (分校を含む)は殆んど500坪以下であり,又6学

級以上になると大体1,200坪,以上となっているが,その中問の2-3学級の学校となると最狭

63坪というものから3,900坪というものまで広い分布を示している｡所が学校の方になると戦

後の設置の為か小規模校でも或程度の広さを持っている｡た ゞ体育科の授業という観点からす

ると小学校でも1,180坪 (3,900m2) 中学校では3,640坪 の屋外運動場がほしいと云えるので

仮に之を加へ基準校地面積を小中夫々1,600坪と4,000坪としてこの基準を上廻るものを数え

ると,小学校33校 (24%),中学校4校 (8%)である｡然し之を学童一人当りの面積という観

点から見れば基準をこえているものが小学校で82.5%,中学校でも66.6%とはるかに多くなっ

ている｡

(2) 星外運動場

星外運動場についても公の基準としては前述の日本建築規格vL中学校のものがあるだけであ

る｡実際にどれ位の運動場をもっているかを示すものが統計表第3表である｡之によってみる

と同じ規模の学校でも広狭の差が大きいが広さの順にならべ中間に位する坪数 (中央数)を以

てその規模の学校の代表値とすると表6の様になるo又前述の基準 (小1,180坪,中3,600坪)

をこえる学校数は小学校で28校(20%),中学校で1校(2%)にすぎないo

表 6 屋外運動場の広さ

小 学 校
学 校 規 模

中 央 数 (秤)

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 平均

200 500 1,000 600

中 学 校

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 平均

500 900 1,800 900

一般に我国の学校では屋外運動場の面積は体育科の必要とする基準からすれば狭く,昭和36

年の文部省調査によれば小学校の40.7%が760坪未満,中学校の48.8%が1,500坪未満となって

いる,のでその点から云えは小規模学校を除き-き地学校でも特別に劣っているとは云えない様

である｡

(3) 校 舎

校舎の面蕃基準は日本建築規格によると小学校児童一人当り4m2(1.2坪)中学校生徒一人

当 り7m2(2･1坪)とされている｡然し実際は義務教育語学校施設費国庫負担法の補助基準で

ある小学校0.90坪,中学校1.08坪が実施されて居り上の建築規格による基準は空文化してい

る｡校舎両横の実態は統計表第4表に示す通りであるが,之によると大体 (1)の校地について

云ったと同じことが云えるO即ち学級数に比例して広くなっていることは当然であるがそれで

も同じ一学級の学校でありながら208坪という過大なものから18坪という狭いものまである｡

前者はダム建設完了と共に極度に児童数がへったものであり,後者は9名の児童数をもつ4ケ

学年複式の分校で学級と殆んど同じ位 (15坪)の教員住宅をもっている｡

一方国庫補助基準という観点から之を見ると小学校で8.4%,中学校で10.4%が基準以下で

あるから結局90%は･この基準を上逸っていることになる｡所がその実態をみると教室が不足で
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特別教室がとれないで居り,又その~もっている教室も最小の規模のものとなって居る｡従って

新しい教育課程によって例えば技術 ･家庭科をやるとしても実習室はおろか教材を置く場所さ

えない有様である｡試みに学童一人当 り面積の分布を示すと統計表第5表の様になる｡これに

よると一人0.9坪以下から10坪以上という大きな広がりをもっている.この種に大きな格差の

あることは-き地学校の一つの特長でもありこれはあらゆる点において云えることである｡

(4) 講 堂

講堂は実質的に星内運動場でもあり之を別々に持っている学校は詞査学校には一つもない.

それ所か講堂さえない学校が全体として30%もあるo殊に一学級しかない学校ではその70%が

そうでここではただ一つの教室で一切の教育活動を行わざるを得ないということになるのであ

る.学校規模別の所有率は表7に示す通 りで,適正規模の学校になると所有率が上昇している

ことがわかるO講堂の実際の広さについては統計表第6表に示してある｡

蓑 7 講堂の所有率 (%)

(5) 教 室

如何に施設が貧弱でも最低必要な教室だけは確保しているが然しそれも100% ではなく小学

校で3%,中学校で2%はその教室さえ不足している｡しかもこの調査は昭和38年12月31日,

現在の調査であるから,39年4月以降,標準法改正で複式学級の定数減で学級が急増した現在

一層不足率が大きくなっていることが予想される｡昭和38年12月現在で教室数と学叔数との関

係を示すと表8の様になるO

蓑 8 教室の過不足の比率 (%)

模

之を見ると規模Ⅱでは学級数以上の教室がある率が多く従って特別教室も若干とれることを

意味している｡所が全体として小学校で59%,中学校で35%は学級数と同じか或いは学級数よ

ら示足して居り,しかも講堂のないものも相当 (30%)あることから考えると薮室だけで一切

やっているものが相当数あることを意味する｡しかもそれにも不拘校舎基準からすると90%が
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基準をこえていることは繰返して云 う様に一人当り基準という考え方が小規模学校には不適当

であるということなのである｡(詳しくほ統計表,第 7表参照)

(6) 教室以外の施設

教室以外の施設としては,保健室,図書室,給食室,教具室,物置小屋についてその有無と

その両横を調べた｡その所有率を見ると表 9-の通 りである｡

蓑 9 教室以外の施設の所有率 (%)

このうち保健室と図書室は現行法上原則としておくべきこととされているがその所有率は8

%,乃至37%と低い｡勿論小規模学校では教室の一隅とか廊下などに図書をおくことも出来よ

うが,-き地の学力向上の一つのカギとも考えられる体位向上の上から保健室とかその管理に

当る養護教論とかの設置にもっと力を往くべきであろう｡同じ観点から給食室の20%台という

のも全国平均73% (昭和37年度)に比して極めて低いO今日へき地こそ学校給食を最も必要と

している所であろう｡教具室は教材が充実されるにつれて当然必要とされるものであるが校舎

の基準面着が児童数によって押えられ教室すら不足する状況なのでやむを得ず単価の安い物置

小屋を建てることになる.従ってその所有率は50%を越して最も高い｡所がその様な要求さえ

満たされず全然教室以外の施設を何も持たない学校が20%ありしかもそれは必ずしも小規学校

とは限られていないのである｡(統計表,第8表参照)

(7) 教員住宅

-き地教育振興策として従来もとられ又今後もとられると思われること紘-き地によい教師

を迎えるということであろう｡そのために-き地に安心して住んで貰う為の住宅建設が必要と

なる.そしてこの点では或程度成果をあげて上､ると云ってよい様である.この調査と同時に-

き地分校の教師について生活上の困難点について調査したがそれによると住宅の不備を訴える

ものは案外に少く,大部分は医者のいないこと,交通不便なことをあげていたことも住宅問題

が好転したことを証するものではあるまいか｡住宅の所有状況をみると80%に近い数を示して

居り,学校規模別にみると表10の棟になる｡

表 10 教員住宅の所有率 (%)

然し80%の所有率と云っても之は-き地教員の80%が住宅を保証されているというのではな

く80%の学校が兎も角1棟以上の住宅を持っているという意味にすぎずⅢの規模で100%の学
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校よりもⅠの47%が恵まれていることもあり得る｡従って真の住宅事情を示す括数として教員
一人当りの坪数を出してみた｡表11に示す様に,これ又大きな格差があり一人当り1坪という

所から最大25坪に亘っている｡最も多い所は5-6坪でこれを平均と考えると,夫婦と子供一

人位は何んとか生活出来る広さでありへき地教員の住宅事情は或程度好転していると云ってよ

い｡(統計表,第9表参照)

表 11 教員一人当り住宅面積別学校数比率 (%)

ⅠⅠⅠ. へき地学校の教材等

(1) 教材の種類

前述の文部省詞査では理科教材については小学校91種中学校 155種,その他の教材について

は小学校 263種,中学校347種,合計で小学校354種,中学校502種について調べている｡本

調査では教材の種類を上の各種額について学芸学部付属小中学枚に於て予備調査し,附属学校

にないもの或は余り利用されていないものを除き尚文部省調査にはないが附属学校にあるもの

を加え,332種を選び,小 ･中共通のこ調■査票によって調査した｡その結果の集計考察に当り比

較の基準が必要となり結局文部省調査で立てている基数を基にして保有率を計算しこれによっ

て比較考察を行った｡従って新しく加えた教材については基数が立てられていないし又実際上

余 り保有数量も多くなかったので集計から一切之を除くことにした.その結果実際に調査結果

の出たものは小学校224種,中学校261種である1)0

(2) 保有状況

学校がどの程度必要な教材をもっているかを見る為には,どれ程の教材を持つべきかの基準

が必要であるO然し今日その様な意味の基準は立てられていない.前述の様に文部省の教材調

査では教材毎に基数というものを立てているが,之も女部省自身この調査のために一応きめた

もので教材の基準を示すものではないと云っている｡然し今の所他に適当なものがないので本

調査でもこの基数に基いて保有状況を見ることにしたb即ち教材毎に基数に応じてその学校が

持つべき数量の何%を実際に持っているか示す数を保有率とし,この数を以て比較考察するこ

とにしたo保有率の考え方には数量の外に金紋による出し方もあり,文部省調査では教材毎に

1) 教科別の内訳を示すと以下の様になる.
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基準単価をきめておいて教材の数に乗じ,その総額から保有率を出しでいる｡之は各種各様の

教材を金額という共通の尺度で比較出来るという長所がある｡然し高価なものが強く影響する

という欠点も考えられる.反対に数量の方には安価なものを沢山もっていると此率が上る.とい

う弱点がある｡従って教材調査に当って岩手県教育委員会が行っている様に数量と金額の両方

を出すのが合理的であるが,本調査では集計の簡単な数量に基く保有率のみを算出した1)0

教科別,学校規模別の保有率を示すと表12及び表1'13の様になる.教科の教材保有率はその教

表 12 教科別学校規模別教材保有率 (%)(小学校)

- き 地 学 校
比 較 校

参考 (S36文部省調査)

教科 Ⅰ Ⅱ Ⅱ 計
岩 手 岩 手
(数量) (金額)

全 国
(金額)

イ 共 通 教 材 -

ロ 社 会 科

- 算 数 科

二 音 楽 科

ホ 図画工作科

- 家 庭 科

卜 体 育 科

チ 理 科

29.1 46.0 38,3 38.6

59.6 69.5 58.8 59.3

32.5 47.5 32.0 37.0

32.3 49.0 36.6 41.2

5.3 11.5 11.4 10.4

7.3 13.8 19.1 14,7

12.5 27.1 29.7 26.2

25.0 45.3 61.5 49.2

55.6

134.4

86.6

47.4

24.3

15.3

53.5

92.5

47.3 23,1

32.3 45.3

23.2 20.0

29.0 28.6

6.5 .8.2

-8.4 11.4

20.1 17.9

X

31.2

59.1

29.6

.38.8

13.0

18.9

29‥3

X 理科教材についてはS.35度に行ったが学校規模の区分基準が異るのであげないことにする0

00

90

88

刊

.
釣

50

仙

3

■■l一

席

有
･
垂1

兄 芝 貧 農 青 空 豊 富 蛋

図 1 教科別教材保有率 (小学校)

科の教材毎の保有率の算術平均である｡ 更

に教材毎の保有率につきへき地校と比較校

を比較して示したものが図1及び図2であ

る｡

前述の様に私が-き地学校を訪問して感

じたことは予想以上にその設備が充実して

いるということであったが然し実際に数字

でその保有率を比較してみると著しく劣っ

ているという外はない｡比較校は15-17学

級の岩手県としては整備した学校であるか

らそういう結果になったとも云えるが,地

域によって格差のあるべきでない義務教育

に於て保有率が半分に近いというのは問題

である｡教科別にその保有率をみると社会

科が最もよく次いで理科,音楽科となって

居り共通教材も比較的よい｡最も低いのは

図画工作科と家庭科で10%台にすぎない

1) 学校設備調査報告書 昭和36年度 文部省教育調査 1962(岩手県公立学校の学校設備の実態)

岩手県教育庁 参照
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が,この充実順位ほへき地特有のものでなく全国的傾向である｡社会科教材は余 り高価なもの

はなく比較的買い易いこともあろうし,理科の方は理科教育振興法による補助金の効果と云っ

てよいのではなかろうか｡図工科や家庭科は教材なしでも何んとかやれるとか,時間数が少い

とかいう必要度の低いことも考えられるO音楽科は全国水準或は岩手県水準に比してむしろ高

くなっているが之は私が昨年二三の-き地校を訪問して感じたことを数的に裏付けていると云

えよう｡教材充実の為には理科に見られる桂一に補助政策などは有効な方策である.

次に学校規模別に比較してみると,全国調査では規模が大きくなるにつれて例外なく保有率

が高くなって居り,岩手県でもそうである, 所が本調査ではⅠとⅡの規模の問にはそれが見ら

れるがⅡとⅡの間では必ずしもそうはなっていない｡之は規模の区分が違う為で,全国調査で
はⅢに6-23学級の学校が入っているのに本調査ではⅡに含まれる40校のうち36校が最低の

6学級で残 り4校も7-11学級にすぎず従って基数が高すぎることに,よるので必ずしも教材の

充足度が事実上劣っていることを意味するものではない｡例えば幻燈磯6台が基数となってい

るが23学級の学校ならそれが適当であろうが6学級に6台は基数として多すぎるのである.

Ⅰか低くなっているのも全国調査では1-5学級を1グループとして基数を定めている為にた

った1学寂の学校には高すぎる基数もある為である｡従って本調査に於てⅠとⅡの保有率は必

要度から云えはやや低すぎる数値を示していると云ってよい.岩手県のへき地の実態を忠実に

示すものはⅡであるo教材についても校舎の所で云った様に小規模学校についてはもつときめ

細かい基準を考える必要があると考えられる｡

小学校の教材一つ一つについての保有数及び保有率を示すと統計表第10表の様になるO之に

ついて以下簡単に特長的なことを述べよう｡

先ず共通数材では,校内放送設備,テレビ,テープレコーダー,電蓄,騰写版及びヤスリ,レ

コード,紙芝居台本,及びその舞台などは50% をこしている｡ テレビの著しい普及に比して

ラジオが 13% と低いのは基数がⅠの規模の学校でも5台と高いことにもよるが,又一万-き

地に於て如何にテレビが歓迎されているかを示すものであり,調査校 137校に対して118台と

平均 1校当り0.9台という高さであるO-学政の学校に校内放送など必要がない様でもある

が,そういう所は一名の教員しか居ないので利用度が高いし,又部落の広報用にも利用出来決

して大規模学校にだけ必要とは云えない｡

社会科教材は保有率が高いことは全国共通であるが,その中で岩手県地図とか郷土地図とか

が低いことは問題である｡

算教科では50% をこすものは大型計数器,大型ソロバソ,大型分度器等教授用のものに限

られ,児童貸与用のものは余 り高くない｡

音楽科教材では,シンバル,大ダイコ,タテブ-,--モニカ,カスタネット メトロノー

ム,五線黒板が50%以上であるが,基本的に必要なピアノ,オルガソが20%台であることは

問題である｡比較校に於てはこれらは70%_～50% であり利用度も高いことから考えて充実の

必要があるであろう｡

図画工作科は教科としては最低の保有率を示している｡その中で図画関係は40% 台の もの

もあるが工作関係になるとカンナと)コギリが10% ある位であとは皆無の状況である.科学

技術時代と云われる今日,産振法の如き性格の法律を小学校にも考える必要がある.

家庭科も全体として10%台にとどまる｡わずかに50%をこすものは鏡,柱時計,応港用茶
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器と余 り授業に必要でないものである｡ 興味のあるのは比較校ではこの三つはいずれも0%と

なっていることで恐 らく鏡や時計も教員室のものなどを数えたのではあるまいか｡そ うとする

と一層比率は低いわけで殆んど皆無の実情である｡

体育科も全体として予想より低い｡50%前後のものは,ボール,バット,マット,バ トソ,

ピス トルなどである.文部省調査には基数を示していないが野球用具はどの学校にもあ りグロ

ーブの如きは 1校当 り平均 5位はもっている｡

理科教材で50%以上のものをあげると,巻尺,自動上皿バ■ヵリ,温度計, 交流電流計, 足

ぶみフイゴ,コルク圧搾辞,磁製乳鉢,.試験管立て,アルコールラソプ,ルーペ,歯車及び調

表 13 教科別学校規模別教材保有率 (%)(中学校)

イ 共 通 教 材

12 国 語 科

- 社 会 科

二 数 学 科

ホ 音 楽 科

- 美 術 科

卜 保健体 育科

チ 技術 ･家庭科

リ 理 科

28.1 31.6 20.8 28.2'

6.3 19.7 4.7 10.0

72.1 89.6 52.8 67.2

63.8 76.4 48.9 67.2

10.4 24.9 28.9 22.2

21.4 37.7 32.0 32.0

28.5 36.9 31.2 32.8

17.4 40.0 29.3 34.5

38.1 36.2 48.3 37.6

43.7

5.7

44.6

69.5

38.1

61.5

47.0

51.5

71.7

42.1 25.7

6.1 10.2

46.0 39.0

42.4 33.8

15.8 24.4

15.9 15.4

20.6 22.0

20.2 21.6

X

31.8

13.3

50.0

36.7

35.1

29.0

34.9

29.9

X 理科教材については S.35年度に行ったが学校規模の区分基準が異るのであげない.

孟 豊 芸 苦 毒 孟 霊 芝 芸

図 2 教科別教材保有率 (中学校)

事装置,真空ポソプ,線膨張試験器,

金属膨張試験器, 光学用 水槽, 凸 面

鏡,凹面鏡,凹レソズ,プリズム,香

角プリズム,電磁石,ブザー,アネロ

イド気圧計,室内用温度計,最高温度

計,最低温度計, 乾湿計, などで あ

る｡全体として49.3% と高いのは 前

述の様に理振法適用の結果であるが,

然し比較校の92.5% と比較するとま

だまだ充実度が低いと云まっざるを得な

い｡

表 13は中学校 の教科別学校親模別

教科保有率を示すものであるが,之に

ついて小学校と同じ様な観点からふれ

てみよう｡(図2も参照)

全体的に云って小学校皐の差は比較
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校との間に見出されないし,又教材の充足度も小学校よりは高い様である.国語科と社会科で

･は-き地学校の方がよくなっているが之は地図などの数え方にもよるであろうしもっとよく検

討してみないと確信のあることは云えない｡ただ教材を最も必要とする保健体育科,技術 ･家

庭科及び理科に於てはやはり-き地校が相当劣っていることは確かである｡

教科別に云えは数学科と社会科が70%に近い保育率を示し,次いで理科,技術･家庭科,保

健体育科,美術科の順でいずれも30%を越している｡ 相当金のかかる理科,技術 ･家庭科の

よいのは理振法,産振法の効果であろう｡又美術科が小学校の図画工作科と違って高いのは工

作関係が技術 ･家庭科に移された為である｡現地訪問の印象と異ったのは技術 ･家庭科の教材

が案外高い保有率を示したことである.この教科は性格の異る8つの分野に分れているがその

分野毎の保有率を示すと表14の様になるQ

表 14 技術 ･家庭科の分野別教材保有率 (%)

栽培 製図 木材加工 金属加工 機械 電気 被服 調理 計

へ き 地

比 較 校

51.0 42.2 36.9 35.2 28.0 56.7 27.8 29.0 34.5

69.5 77.2 44.5 54.2 30.3 98.8 37.5 29.3 51.5

参 考

岩 手 X 47.0 31.3 19.7 11.1 8.3 14.3 16.0 21.5 20.2

X S･36年度の文部省調査を県でまとめた結果による｡(数量の比)

前述の様に本調査では必要な教材でも附属学校などで持っていないものを除いた為,参考資

料に掲げた保有率 (岩手)と大分違っている｡例えば金属加工,機械,電気の比率が高くなっ

ているのは教材が一部に限られている為で必要なものをあげたらはるかに低くなるのは当然で

ある｡従ってここでは比較校との比較だけが意味あることになる｡保有率の高いものは特殊な

事情にある上の三分野を除くと栽培,製図で之は従前の農業の遺産をうけついたものと,比較

的始め易い設計製図から手をつけたことによる｡産振法による充実は主に木材加工関係の教材

に向けられこれも40%に近くなっているo女子向きの被服,調理関係が20%台である羊とも
注意すべき点であろう｡

次に学校規模別に保有率をみると小学校について云ったと同じ様に必ずしも規模が大きくな

るにつれて保有率が高くなっていないことが指摘出来る.即ち音楽科,理科を際いてはⅡの規

模の方が率が高い｡これはⅡと云っても対象校6校中5校が最低の6学級であり基数が高くな

っている為相対的に比率が低下する為であるO 又音楽科を見るとその保有率は小学校の車ほた

る20%台であるがそれだけ劣っているとは云えない. この様な数の開きが出て来たの夜中中

併設校のある為である｡併設校とは一応施設設備教員は別々でありながら同一校長が両校を管

理しているもので校舎も同一校地内にありしかも一つの校舎になっている場合も多いO教材に

ついても台帳面では別々になっていても利用･の場合は共用出来るので例えばピアノは小学校に

あっても中学校でも利用しているのであるo然し調査の上では中学校にはピアノはないことに

なる｡この様な点から学校規模の一区分として併設校を考えたがこの調査ではその点まで明確

に区分出来なかった.-き地学校の実態をつかむ為には是非この併設校について追求する必要
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がある｡又前年の報告書でものべておいたが物や人の面の効率的利用の面からもへき地学校で

はこの併設主義を生かすことがよいと思う｡

中学校の教材個々の保有数,保有率については統計表第11表に詳しく示す通りであるo先

ず共通教材で50%をこすものをあげると校内放送設備,幻燈機,テレビ,映写幕で, ラジオ

は13%で小学校同様低くなっている｡小学校で50%あったテープレコーダ-は27% と低い

が,これは基数が高い為で一校平均にすると0.9台と小学校平均の0.8台より多い｡前述の併

設校のあることを考えると大体1校1台にはなっていると云ってよい0

国語科教材は必要度,数から云って別に云う程のことはない.社会科は最高の率を示すが,

目立つのは学校所在附近の5万分の1地図の基数が高いのに保有数が少く0.5%程度であるこ

とである｡

数学科も社会科同様高い比率であるが小学校同様生徒貸与用となると35%前後にすぎない｡

音楽科では,小ダイコ,大型木琴,メトロノーム,五線黒板はよいが,ピアノ,オルガソと

いう基本になるものは26%,14% と小学校より低くなっているO

保健体育科で50%をこすものは,バトソ,ボール用空気入れ,掛図,バレーボール用 ネッ

I,ピソポソ台,柔道着 (教師用)などで平均して32.8% と小学校よりは充実している｡ こ

こでも野球用具はそろって居りグローブの如き一校平均で8ケ位もっているO

技術･家庭科については,表14について述べた様に学習分野によってまちまちである外調査

教材の数が限られている為比率そのものは余り信頼性がない｡実地に調べた学校について云え

はこの数字より低い様に見うけられた｡然し産振法によって親株を入れて実習している所もあ

り,そこでの悩みは特別教室の不足,教師の不足ということで当然のことながらこの教科の充

実には施設設備,教師の三つの面から考える必要があると云える｡然し機械に取組んでいる生

徒の･目は生き生きとして屠り進学のみを考えなくてよいへき地の学校にこそ,この面での充実

が一層緊急を要するのではないかと思われた｡

理科で50%以上の教材は,足ふみふいご,コルク圧搾器,磁製乳鉢,実験用テコ,歯車及

び調車装置,真空ポソプ,線膨張試験器,光学台,光学用水槽,平面鏡,プリズム,磁針,電

鈴,共鳴をんさ,官薬箱,風向風力計,雨量計,アネロイド気圧計,乾湿計などで,平均保有

率37.6%となりこの点では小学校より低い｡又比較校と較べると約半分にしかいっていない｡

理振法が-過.りまわったことになっているがまだまだ不十分という外はない｡

(3＼) 図書館賃料

図書館 (図書室)は現行法では学校必置の施設とされているがへき地学校ではその設置率は

小学校22%j中学校37%と低い｡(表9参照)･然し施設がなくとも図書館賃料がありよく利

用されていれば問題はないわけで,そういう意味で私は図書の保有冊数を調べた｡冊数の外に

その図書の構成内容も考える必要はあろうが冊数でも大体の~見当はつくかと思う｡詳細ま統計

表第12表に示してある｡今日学校図書館の基準としては小学校で300冊,中学校 で600冊,

更に学童一人当りL冊数としては,5冊という線が立てられているOこの基準から考えるとこの･

線に達するものは学校としては小学校で58%,中学校で25%,一人当りでは小学校で38%,

中学校で60%となるoそれが比較校になると学校としての基準に達しないものはないが一人

当りとなると基準に達するものはたゞ1校だけで他は全部5冊以下ということになっている｡
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こゝでも如何に小規模学校が割高な教育であるかを如実に物語って居るO

(4) 教 材 費

以上の考察でも明かな様VL-き地学校の教材の充実度は比較校に較べて絶対的に劣っている

が,教材充実の基本となる教材費についてはどうであろうか｡本調査では昭和37年度 の教材

費について調べてみたo義務教育費国庫負担法によれば国は政令で定める所により教材費の二

分の一を負担すべきこととされ,昭和37年度に於てはその政令基準は小学校児童一人当り280

円,中学校生徒一人当り420円とされている.小規模学校については学童数について補正が加

えられ,150人以下の学校では,本校は (150人×1.34)分校は (150人×1.20)として計算さ

れその人数分の教材費が来ることゝなる｡従って仮令1人の学童のいる学校でも小学校で本校

56,280円,分校50,400円,中学校では本校84,420円,分校で75,600円の教材費が法律で保

証されていることになる.かくて小規模学校では学童一人当りの教材費は相当高いものとな

り,本調査でも一人当り25,000円 (小学校分校)というのがある｡その詳細は統計表第 13表

に示す通りであり,基準準以下の所も5校ある, 然しこの点について関係教育委員会に聞合せ

た所どこでも基準までは配分しているということであったので,之は恐らく記入者の誤記であ

ろうかと思われる｡いずれにせよ半数以上の学校が政令基準の4-5倍 の教材費の配分をうけ

ながら尚且設備が劣っているということなのである.-き地学校は経済的に貧弱な町村に多い

に不拘,学童一人当り教育費の単価が何倍も高くかゝ りしかも質の劣った教育しか出来ないと

い う誠に救い難い事実を認めざるを得ない1)0

(5) 教材の利用状況

教材が如何に充実されてももし利用状況がよくなければ意味がない｡少い教材をよく利用し

て効果をあげることも十分考えられるわけで我々の関心も強くこの方面に向けられたが,時間

や経費の関係で十分この点まで立ち入った分析は出来なかった｡ こゝでは保有率50%前後の

比較的充実している教材についてその利用瀕度をみることにする｡

利用状況調査では教材毎に 1.大いに利用する 2.時 利々用する 3.余 り利用しない の三

段階に分けてチェックして貰った｡利用度を去る為VLlを3点2を2点3を1点としたウェイ

トをつけその給点数を解答校数で割って利用度指数としてみた｡その結果2.5点以上はよく利

用されている教材,2点以下は余り利用されていない教材,その中間即ち2.1-2.4が普通に

利用されているものと考えてよい様である｡主な教材についてその利用度据数別に表示すると

表 15の様になる｡

之は一つの試みであるが,50%台の充足度をもつ教材でも利用のされ方には大きな開きが

あるO又同じ教材でも小中学校で違 うものもあるO例えばテレビ,謄写版,ミシソなどはその

例である｡ピアノ,オルガソは最も利用度が高いが充足率は低い｡又利用瀕度は教師の授業の

仕方にも大いに関係することであろうことが予想される｡その点まで立ち入った調査はしなか

ったが,実験を主とする理科教材が小学校では案外利用されていないのは,一つには予算不足

で消耗品が買えないこともあるかも知れないが,教師が中学と違って専門家でないことも関係

1) 昭和38年3月,政令改正により,学童数補正の計算方法は更に改善され150人以下の学校の場合
は,本校も分校も同じ様に (150人×1.60)と0･26だけ多くなったのでいくらかよくはなるであろ
うが之亦抜本的な策とは云い難い｡
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表 15 利用度指数別教材名

15

利用度 大 い に 利 用 す る 利 用 す る 利 用し な い

教科 学校 2.8以上 2.7 2.6 2.5 2.4 2.3 2.2 2.1 2.0以下

柱 時 計

ペ ン チ 製 図 板
ミシ ソ T 定 規

アイtZソ
食 器

鏡

肥料オケ鍬 金切バサ
製図器具 シ呈ベル ミ
ネジマワ ノ ミハンダゴ
シ 仕 上 台 テ
ニ ッ パ ナ べ ヤ ス リ
マナイタ フライパ 茶 器

ン′

ミシ ン′
食__…____翠
糸ノコ椀

温 度 計

翠.

料

小 学

温 度 計 平 面 鏡
試験管立
チ
アルコー
ルランプ

試験管立 自動バカ
テ リ
アルコ- ル ー ペ
ルランプ 棒 磁 石
雨 量 計 アネロイ

ド気圧計
メスシリ
ソダー

針 音 叉 プリズム
棒 磁 石
アネロイ
ド
気 圧 計

電 流 計
プリズム
レ ン ズ
乳 鉢

ふ い ご
歯車装置
光 学 台
熟 伝 尋

しているのではあるまいか｡教材の充実に当っては利用度の高いものを優先すべきは云 うまで

もないがそれと共に,据導する教師の資質を高めることも同時に考えなければならないであろ

う｡
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IV.おありに

以上岩手県の-き地学校の施設設備,特に教材について現状を分析したのであるが,私はそ

こに次の＼様な問題のあることを拾摘したい｡

その第一は施設の不足であるO特に教室の不足が強く訴えられていることである｡本調査で

も現在最も必要を感じている施設設備は何かを問うた所,小学校の50%,中学校の実に100%

が教室を要求しているO次いで体育施設に対する要求が強い｡この中で教室をとりあげてみる

と,へき地学校の70%が戦後の建物であり,昭和29年以降のものが51% もある.云ってみ

れば比較的新しいものが多い｡それにも不拘教室不足ということは国庫補助基準が前述の様に

学童数一人当り基準による為に最初から狭すぎたのである.幸にもこの調査後昭和39年学童

一人当り基準が学級当り基準に改正されたのでこれは大きな前進と云える｡然し小規模学校■を

かゝえた町村当局にとってほ標準法改正で学級がふえて教室不足を来している矢先,更に校舎

の基準が大巾に改正され二重三重に財政負担がかさむ結果になるo折角ブロックの分校を建て

一安心した所に,標準法改正で学級がふえ,教室の中に二坪位の坂仕切をして授業している所

を見たが,又すぐ増築と云 う誠に-き地の格差はいつになっても解満出来ない様■な現状であ

る｡格差是正の抜本的な特別措置がどうしても必要であらう｡

第二には,教材の必要基準を確立することであるOこの調査でもへき地校は比較校に較べて

劣っているということは云えるが,何がどれ位必要かという科学的データがないというのが事

実である･.この方面の研究がどうしても必要ではないか｡現場教且に質問した結果では,共通

教材たる視聴覚教材,図書辞典類,教科では小学校で体育,理科,家庭,中学校で技術 ･家

磨,体育,理科などに対する要求が強く出されている ｡ √

第三は,教材についても-き地を特別に優遇する･必要があろうということである一｡私が予想

した様に-き地も相当充実し教材の品目についてはそれ程差はないとしても充足度という･点に

なるとはるかに劣っている｡施設については町村当局者も相当熱意を示すが教材は人目にもつ

かず余り魅力ある仕事ではない｡しかも学童一人当･りにしてみれば比較校の何倍も金を出して

いることになる.テレビなどについては-き地教育振興法で特別措置を構じているがこの考え

方を他の重要な教材にも及ぼすことは予算措置だけで可能ではなからうか｡町村当局の努力を

見るとそこだけをせめることは出来ずどうしても国の援助支援を求めざるを得ないというのが

私の結論である｡
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ⅠⅠⅠ 統 計 表

(第 1表から第 13Y表まで)

第1表 学童教別学校数

小 学 校

模五二
巨∃ ⅠⅡⅡ 計

中 学 校

ⅠⅡⅡ 計

1.-10人
ll.〉20
21.〉30
31.〉40
41.〉50
51.〉60
61.〉70
71.ー80
81ノ〉90
91′)100
101.〉120
121.〉140
141.〉160
161.〉180
181ノー200
201.〉250
251.〉300
301ノー350
351.〉400
40‡以上
不 明

2
9
9
4
6
1
6
2
1

2
0
6
2
8
9
9
3
ei)
7
1

1
1
1

6
0
1
1 1

1
1
1

1

6
2
1
6
ケ〟J8
9
9
3
爪Jq
Uo
9
4
仁U
1
6
2
1

1
7
1
3
3
5
6
5
2
1
2
2
3
1
2
2

1

1
2
2

1

1
4
6
5
2
1
2
2
3

で上
7
1
･3
.2
1

1

計 178040137 16■26 6 48

第3表 屋外運動場･の面積別学校数

規
模

100以下
101ノー 200
201.〉 300
301.〉 400
401〈.5010
501.} 6bO
601.) 700
701｢ノ 800
801.〉 9()0
901.-1,000
1,.001.-1,200
ll,201.-1,400■
も401.や1,600
1,601-1,800
1,801ノ-2,000
2,,001-2,51010
2,501.-3,000
3,001以上
不 明

5
5
2
2
1

1

1

1
3
Lb
4
1
3
3
1
4
3
2
4
ty'

1
2

6
7
6
6
7
7
3
3
3
2
3
6

2

1
1
1
6

1

1
2
8
9
1
2
7
4
7
5
4
0
3
4
4
4
1
2
9

1
1
1

1
1

1

1
2
1
3

1
1

1
2
1

1

2

l
1

2
3
3
1
1
1
1
1
2
1
1
3
1
1
2

1

HH

l

‡
l
1

2
3
2
5
3
3
3
2
1
2
3
(J

2
1
4
3
2
4

計 178040137

第2表 校地面積別学校数
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小 学 校

模面積_(秤)ⅠⅡⅢ 計
中 学 校_

ⅠⅡⅢ計
100以下
101.〉 200
20111-～ 300
30Ll～ 400
40■1.〉 500
501.〉 600
601ノー 700
701.〉 800
801.〉 900
901.〉1.000
1.001.〉1.200
1.201.-1,400
1,401ノ-1,600
1,601.-1,800
1,801ノ-2,000
2,001-.2,500
2,501.-3ゝ000
3,001以上
不 明

2
5
5
1
2

1

I

l

1

9
3
6
4
4
4
6
1
1

1
4
7
7
4
8
3
5
7
3
5
7
2
4
1
3
1
4
4

1

1
1

3
9
2
8
6
9
3
7
7
3
4
0
8
8
6
7
7
5
5

2

1
2

1
1

2
1
2
6
3
1

1
3
2
3
1

1
2
2
1
1
3

2

1
3

2
2
1
1
1

2
1
2
8
3
1
1
3
5
4
7
4

計 178040137

第4表 校舎面積別学校数

校

模
計

計
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第5表 学童一人当り校舎

面着BIj学校数

志 ㌍ l- l中学校

計

備考 X中学校の場合これは

(1.09-1.4坪)を意味

する

菟 池 一 美

第6表 講堂の面鏡BIJ学校数

中 学 校模
計

計 5 56 32 93 1 9 20

第7表 教室の過不足別学校数

計

計

第8表 教室以外の施設所有学校数

小 学 校

ⅠⅡⅡ 計

中 学 校

ⅠⅡⅢ計

保 健 室

図 書 室

給 食 室

教 具 室

物 置 小屋

何も持たない

03 8 11

11217 30

22313 38

21014 26

75329 89

717 4 28

2 6 1 9

7 9 2 18

4 7 1 12

5 8 0 13

814 5 27

4 5 0 9

第9蓑 教員住宅の所有数別学校数

計

有 1棟

2

3

4以上

学校に常直

(小 計)

無

23

8

4

2

1

3

1

1

3

1

3

1

19

4

3

0

9

4

6

3

9

9

7

2

1

6

1

2

2

4

1

●●

･…)(;:,(3;)(10293r(1:,(1…,(≡)(3;,1

計 17 80 40 137116 26 6 48



第
10
表
学
校
規
模
別
小
学
校
教
材
保
有
率
(%
)

5
学
級
以
下

6
学
級
以
上

6
学
級
以
上
(4
0)

合
計
(1
37
)

共
通

教
材
名

:
/A
#
xl
等
l基
警
芸
数
桓
数
I:
/A
#
xl
芸

1.
校
内
放
送
設
備
一
式

2･
映
写
機
(1
6m
m
)

3
･
映
写
機
(
8m
m
)

4
.
幻
燈
機

5･
写
真
機
(3
5m
m
)

6
.
撮
影
機
(
8m
m
)

7
.
テ
ー
プ
t/
コ
-
ダ
ー

8
.
テ
レ
ビ
受
信
機

9
.
ラ
ジ
オ
受
信
機

10
.
電

蓄

ll
.
映
写
幕

12
.
謄
写
板

13
.
謄
写
用
ヤ
ス
リ

14
.
ス
ラ
イ
ド

15
.
レ
コ
ー
ド

16
.
録
音
テ
ー
プ

17
.
紙
芝
居
台
本

18
.
紙
芝
居
舞
台

19
.
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ

20
.
小
黒
板

2
1.
方
眼
黒
板

22
･
も
の
さ
し
(1
m
以
上
)

23
･
巻
尺
(1
5m
以
上
)

24
.
寒
暖
計

25
･
て
ん
ぷ
板

0251246881･4一76584261513･4一67576675390615554961035278221212

131

3 3 6 0 3 5 3 5 0 4 3 0 4 8 8 4 4 0 6 1 9 2 3 9 6

6 3 8 8 2 6 4 2 6 2 4 6 0 7 2 4 1 2 4 5 31 1

(計)

平均
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別
小
学
校
教
材
保
有
率
(%
)

1.
地
球
儀

2
.
地
図
(
日
本
)

3
.
地
図
(地
方
別
組
)

4
.
地
図
(世
界
)

5
･
地
図
′
(州
別
組
)I

6.
地
図
(岩
手
県
)

7
.
年
表
(
日
本
史
)

8
.
年
表
(世
界
史
)

9.
郷
土
地
図

1Q
.
教
授
用
掛
け
図

ll
.
日
本
歴
史
地
図

(計
)

平
均

修
正
計
算

10
.
教
授
用
掛
図
を
除

く
と

(-
)
算
数
科
教
材
名

1
1
積
み
木
(1
-
2c
m
角
組
)

2
1
つ
み
木
(5
-
10
cm
角
組
)

3
･
立
体
模
型
(孤
)

4
,
捌
か
ん
(ポ
ー
ル
3
本
組
)

5.
大
型
計
数
器

6･
大
型
そ
ろ
ば
ん

7
.
大
型
三
角
定
木

8.
大
型
コ
ン
パ
･ス

9
.
大
型
分
度
器
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･
T
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木
又
は
長
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木
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･
計
数
器
(児
童
用
)
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校
規
模
別
小
学
校
教
材
保
有
率
(%
)

学校
規模
(ホ) 図画工
作
科

区
教
材
名

1
.
画

架

2.
画
板

3
.
静
物
画
用
陶
器

4
.
幾
何
形
体

5.
石
こ
う
象

6
.
額
ぶ
ち

7
.
鑑
賞
指
導
用
掛
図

8
.
ば
れ
ん

9
.
粘
土
板

10
.
色
彩
指
導
用
掛
図

l
l.
工
作
台

12
.
裁
ち
板

13
.
平
か
ん
な

14
.
台
な
お
し
か
ん
な

15
.
両
匁
の
こ
ぎ
り

16
.
の

み

17
.
四
つ
め
ぎ
り

18
.
三
つ
め
ぎ
り

19
.
木
工
や
す
り
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.
竹
割
り
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2
1.
金
づ
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分
5
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1
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(B
)
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数
F保
有
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5
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級
(8
0)
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数
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計
(4
8)

基敬
1.〉
2

-
学
級
(2
6)

塞敬
6
学
級
以
上
(6
)
B
/(A
C
21
00

保
有
率

(A
)

基
数
×
学
校
数

保
芸̀
'数
l:
/'A
:
21
0i

基
i
Ai
数
l保
芸̀
)
敬

(A
')

(A
)
の合
計
ロ

1.
校
内
放
送
設
備
一
式

1
16

9
56
2
6
18
69
1
6
4
67
4
8
3
1
65

2
.
映
写
機
(1
6m
m
)

1
16

0
0
26

1
4
1
6
0
0
4
8
1
2

3
.
号
写
機
(.
8m
m
)

1
16

3
19
26

1
4
1
6
1
17
4
8
5
10

4
.
幻
燈
機

1
16
10
63
26
18
69
2
12

7
58
54
35
6
5

5.
写
真
機
(3
5m
m
)

1
16

6
38
26

2
8
1
6
1
17
4
8
8
17

6
.
撮
影
機
(
8m
m
)

1
16

3
19
2
6
2
8
1
6
1
17
4
8
6
13

7
｣
テ
ー
プ
レ
ゴ
ー
ダ
ー

3
4
8
■
15
3
1
7
8
2
1
2
7
6
36

7
19
16
2
4
3
2
7

8.
.
テ
レ
ビ
受
信
鹿

i
16

8
50
2
6
16
62
2
12

6
50
54
30
p5
6

9
.
ラ
ジ
オ
受
信
機

6
96
12
13
15
6
22
16
14
84

5
6
33
6
39
12

10
⊥
映
写
幕

1
16
13
8
1
26
ll
4
2
3
18
0
0
4
8
24
50

l
l.
.
謄
写
板

3
4
8
8
17
78
2
7
3
5
6■
36

6
17
16
2
4
1
2
5

12
..
謄
写
用
ヤ
ス
リ

9
14
4
22
15
2
54
99
4
2
18
10
8
18
17
4
86
13
9
29

13
.
ス
ラ
イ
ド

80
1,
28
0
3
59
28
2
,0
80
4
57
22
12
0
72
0
67

9
4
,0
80
88
3
2
2

14
..
I/
コ
-
ド

80
1,
28
0
47
6
37
2,
0
80
1,
0
59
5
1
12
0
72
0
26
3
37
4
,0
80
1,
79
8
4
4

15
..
録
音
テ
-
プ
J

18
28
8
44
15
46
8
85
18
36
2
16
18

8
97
2
14
7
15

16
J
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ

3
4
8
8
17
78
24
3
1
6
36

7
19
16
2
3
9
24

17
.
小
黒
板

6
96
17
18
15
6
4
2
30
12
72
15
2
1
32
4
74
2
3

18
.,
万
.眼
黒
坂

6
9
6
13
14
15
6
23
16
12
7
2
ll
15
32
4
4
7
15

19
J
巻
尺
(1
5m
以
上
)

3
4
8
15
3
1
78
2
5
32
12
72

6
8
19
8
4
6
2
3
.

(計
)

平
均

(
p
)
国
語
科
教
材
名

劫 静 - 湖



第
1
1
表
学
校
規
模
別
中
学
校
教
材
保
有
率
(%
)

5
学
級
以
下

1.
-
2
学
級
(1
6)
L
3-
5
学
率
(2
6)

C
)
l
(A
)

6
学
級
以
上

6
学
級
以
上
(6
)

合
計
(4
8)

1.
地
球
儀

2
･
地
図
(
日
本
)

3
.
地
図
(地
方
別
組
)

4
.
地
図
(世
界
)

5･
地
図
(州
別
組
)

6
･
地
図
(岩
手
県
)

7
･
年
表
(
日
本
史
)

8･
年
表
(世
界
史
)

9
.
郷
土
地
図

10
･
教
授
用
採
け
図

11
･
日
本
歴
史
地
図

12
.
学
校
所
在
地
附
近
の

5
万
分
の
1
地
図

13
.
産
物
標
本

(計
)

平
均

(ニ
)
数
学
科
教
材
名

1.
立
体
模
型
(組
)

1
16
10
6
3
26
1台
4
6
1
6
2
33
4
8
24
50

2
.
洲
か
ん
(ポ
ー
ル
3本
組
)
6
96

2
2
15
6
5
3
12
72
0

0
32
4
7
2

3.
大
型
そ
ろ
ば
ん

1
16

9
56
26
14
54
2
12

4
33
4
8
27
56

4
.
大
型
三
角
定
木

2
32
2
6
8
1
52
4
6
89
6
36
16
4
5
12
0
88
73

5.
大
型
コ
ン
パ
ス

2
32
17
53
52
3
1
60
4
24
13
54
10
8
6
1
57

6
.
大
型
分
度
器

1
16
15
94
2
6
29
11
0
2
12

8
67
54
52
97

7.
T
定
木
又
は
長
定
木

1
16
40
25
0
2
6
7
9
30
4
2
12
2
5
20
8
54
14
4
26
6

8.
そ
ろ
ば
ん
(貸
与
用
)
10
16
0
47
2
8
26
0
13
3
5
1
20
12
0
20
17
54
0
20
0
37

9
.
平
板
測
量
器

3
4
8
4
8
78
14
18
6
36

1
3
16
2
19
12

10
.
大
型
計
算
尺
■
~

1
16

7
44
26
15
58
2
12

4
33
4
8
2
6
54

ll
.
計
算
尺
(貸
与
用
)

30
4
80
11
2
23
78
0
29
6
38
50
30
0
13
5
4
5
1,
56
0
54
3
3
5
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象
学
校
規
模
別
中
学
校
教
材
俸
有
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-
(%
)

令

保
保

1,
ti
lr
ア
ノ
ノ

1
16

1.
6.

2
6L
7
2
7
ノ

2
12
6
5f)
54
14.
2.6

2
.
カ
-
ル
ガ
ソ

6
9
6
ll
11
ー
1
5
6
2,6
17

1
2
_
72
.
7,
10
324.
44
14

3.
7
:J
コ
'-
-デ
太
ソ

4
64
,
7
ll
_

1
0
4..
16
1,5
.

5
,

3
0
.
1.
3.
198.
2.4
12.

4.
シ
.
ソ

バ
＼
ル
,

1
16
.
α
0
.
26
12
4
6
_

l
l

6
4
67..
48
16

33
,

5,.
大
木
鞍

lt
16
､
1､
6
26

6.
23

1
.

6
5.
83.
48
12

2
5､

6
.
小
太
鼓

1.
16

3_
19
.
26
.
22
84
､

1
_

6
,
7.
116
､
48

3
2
67
.

7
.
よ
こ
笛
.

10
-
16
0
3
2
.
26
0
20

8
-
1
0
-

6
0

1
0
17
480

3
3
.
7

&
た

_
て
笛

10
16
()_

4
8
30
26
0
81
31

1
0

6
()

1
2
20
480

14
1

2
9

9
.ノ
ハ
ー
モ
ニ
カ

10
16
0

1
4
9
26
0
53
2
11

1
0

6
0

7
1
2
4
80
74

15

10
.
ト
ラ
イ
(ア
ン
グ
ル

3
48

2
4
.
7
8
8
10

3
1
8

6
3
3
14
4
16
1.1

ll
.
a
-)/
ブ
'LlJ.
.ソ

..
5.
;
80
.
■
1.

l
.
1
.
呈
13
.0

･
33

I
･
25
t
.
8
_

4
8
+
･
9
.

1
9
2
5
8
.
4
3
17
ー

12
.
大
型
木
.琴

.
1
.
∃
1
6
;
1
ー1
6.

ー
2
6
1
2.
7
i
10
0
.
≡
1
.

6
一
E
O
､

0
..
4
8
/
2
8.
5
8

13
>
艶
面
合

i
lo

;
16
0
∃
1
i
l
1;
26
0
1-
15

1
6
卜
2
2
l
1
2
0
･
3
.
3

5
4
0
19
4

1{4
li
調
子
笛
,

1
2f
l

.
32
:
lE
o:
lー

0
一.
1
5
2
J:
0
.:
t
0_
I

【
弛

0
1

0
}
1
0
8
..
i
O
.

i
5
7

0
.

1'.5
''
擬
音
笛
-

l
l-i
I

:
16
:
∃
O
.

I
1…

o
√
I
26
.
～;
5
'
19
1f
【
1
.
;
6
_:

0
ー
I;
0
:
4
8
1

l
p
二

16
-;
メ
.f
ト
ロ
ソ
ー
.ム

】
1ま
!
16

l
!
09
I.
1.
56

…
26

lE
14
二
∫三
5
4J
I;
i
‡
6
-
!
6
,
.
1
0
0

I
.
4
8
;
2
9
ゝ

6
0

17
;'
鍔
掌
指
導
用
敵
国

!
ll
i
16
‥

1i
O~
,
t
26

r一
3

)
書
12
＼.
l
2
.
Il
1
2
l

1
･
8
二
.
54
■一
l【

4
7

1&
五
.線
黒
板
`

!
11r
l

l
16

圭
5_
!
31

!
26
.
:
11
二
l1
4
2l
巨
2
,
t
1
2
.
!

7
.
:
5
8
-
;
54
1

l
2
3
I
4
3
1-

19
._
楽
典
指
導
用
掛
図

i
lr
l
日
.2,

…
4.
..
T
2
5,
.
…
26
.
;
6
-.
!
23
.
i
2
!
1
2
-.

I
I;

1
二
8
こ
J
54
二
'
1t
､
J
2
_0
′

20
I.
37
,,5
/
1)
r*
:.ヅ
.
I

2.
1

!
0
.

1
!
O,

!
52
:
!
2
.

l
i
3､
F
2
.ド

1
2
.
:

0
.
;
0.
I
9
6
■.
2.
.

2
.

ぐ
､
)̀
美
術
科
教
材
名

2 7 3 0

1 2 6 8

. 63 如 51 801 4 1

0 0 0 25 6 4 03 5 2 1タ J

1 1
0 2 0 8

2 3 7r :

1 6 9 46 3 1

. 0 0 0 80 0 3 13 3

0 . 0 5 35 5

9 6 5 7レ

1 2 7 8

0 0 0 2

･ 5 8 3 5

6 7 1

9 2 8 63 1 6
■ 一

6 3 4 13 5 1 2

1
0 0 0 2

. 0 8 8 34 4

■ 一

5 . 0 5 2

2 3

1.
画

架

2
･
画
板
,

3
▲
静
物
両
用
陶
器

4
.
石
こ
う
像
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学
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率
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U
J

ト
･▲

基
こ
A
:
1
-
2
学
級
(1
6)

3
-
5
学
級
(2
6)

l
6
学
級
以
上
(6
)

(
F.
)
保
健
体
育
科
教
材
名

3 J 佳 i E ) r 8 2 e h 8 9 5 2 t > 3 6 6 9 血 ▲ 8 7 4 82 1 3 3 2 2 2 7 3 2 1 8 1 5 2 9 2 1 1

l 1 9 0 3 2 3 1 1 2 6 9 5 5 0 4 5 5 9 5 71 3 1 0 5 4 8 3 6 5 3 4 3 3 1 4 5 9 1 71 1 1 1

8 0 4 4 2 2 4 8 4 0 2 4 4 6 4 8 8 8 0 8 , 24 一 6 5 2 9 9 8 0 0 5 6 5 5 1 5 4 4 3 5 0 39 3 1 1 3 4 2 1 1 2 7 7 1 4

0 2 7 9 2 8 7 γ 5 0 0 2 8 7 日 8 5 6 3 7 5 7 92 1 1 4 3 2 1 0 5 2 6 2 1 3 3 1 1
1 1

0 6 2 4 0 9 3 1 6 2 8 1 8 4 3 1 8 8 戯 4 12 1 1 1 1 3 1

6 0 2 2 4 4 8 2 6 か ▲ 6 2 2 8 2 6 6 8 0 4 62 1 7 2 2 4 7 3 2 3 1 1 4 1 0 2 2 9

1 1 1

上 4 2 2 4 4 8 2 6 4 6 2 2 8 2 ⊥ 1 8 0 4 6

2 1 1 1 2 ｢ ▲

3 3 2 7 9 4 5 9 7 4 ( 2 7 3 9 5 6 9 9 8 0 2 82 1 4 3 2 2 2 8 3 2 2 8 1 6 3 8 3 1 1

6 8 1 8 0 5 2 8 7 5 1 6 3 6 7 0 3 1 7 6 86 1 5 3 2 5 1 8 2 2 2 1 1 1 2 3 1 3

1

6 0 6 6 4 4 8 8 4 8 8 6 6 4 6 6 6 0 0 2 82 2 2 5 0 0 0 0 0 7 7 2 2 0 2 2 2 9 9 5 05 1 1 1 2 2 1 1 3 3 2

1 2 8 9 0 3 4 2 9 一 ⊥ 5 3 8 3 3 9 R U 7 7 6 63 1 3 2 2 1 1 5 3 1 1 8 2 6 1 8 1 1 ▲ l

5 7 6 8 3 8 8 2 8 5 7 2 - 4 5 0 3 A 4 6 0 5 ･ 13 2 1 1 3 1 1 1 1 1 1 4 2

6 0 6 6 4 4 8 8 4 8 8 6 6 ･4 6 6 6 0 d 2 - 81 2 1 9 6 6 2 2 6 4 4 1 1 6 1 1 1 4 4 3 23 1 1 2 2 1

7 1 . 0 一 上 6 4 4 8 8 4 3 3 1 一 r 血 ▲ l 1 1 Lk S t L 5 2 8

2 1 1

1.
i
ff
rッ
-カ
ー
用
ゴ
-
ル

2
:
ソ
7
,I
.
求
-
ル

3､
;
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
具
一
式

4
エ
バ
'
ッ
ti

5
.
ト
ビ
笛

6
.
ふ
み
き
り
板

7
.
マ
ッ
ト

8
.
-
-
ド
ル

9
.
バ
ト
ソ

10
:
ピ
ス
ト
ル

1
1し
ラ
イ
1ソ
引
き
具

12
;
綱
引
き
用
つ
な

18
.
ボ
ー
ソ
レ用
空
気
入
れ

14
-.
平
均
台

1

15
.
保
健
体
育
用
掛
図

16
.
バ
ス
ケ
,
ト
ポ
-
ル
用
支
柱
ネ
ッ
ト

17
.
パ
レ
-
ボ
ー
ル
用
ネ
ッ
ト

18
.
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
-
ル

19
.
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

20
.
テ
ニ
ス
用
ネ
ッ
ト

2
1.
同
ラ
ケ
ッ
ト
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表
学
校
規
模
別
中
学
校
教
材
保
有
率
(%
)

22.柏
丸

6
9
6
16

17
16
5
3
5

2
2

8
48

1
6
3
3
3
00

6
7
2
2

23.ピンポ
ン台

2
3
2
17

5
3
5
2
3
8

7
3

4
24

1
0
4
2
10
8
6
5
6
0

24.柔道
用着

2
3
2
17

5
3
5
2
6
3
1
2
1

4
24

9
3
8
10
8
8
9
8
2

25.〝
た
みゝ

50
8
0
0
20

3
1
,3
0
0
1
17

9
5
0
30
0

2
0

7
2
,4
00
1
5
7

7
2
6
.
剣
道
防
具

2
5
4
0
0
1
.0
6
5
0

4
1
2
5
15
0

5
3
1
,
2
0
0
1
0

1

(チ
)
技
術
･
家
庭
科
教
材
名

謝 辞 - 淋
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表
学
校
規
模
別
中
学
校
教
材
保
有
率
(%
)

一一一
∴

(チ
)

技
術
･
家
庭
科

教
材
名

5
学
級
以
下

:
/'A
:
21
?*O
l基
藍
数

6
学
級
以
上

6
学
級
以
上
(6
)

基
数
×
l保
有
数

合
計
(4
8)

(B
'冨
計
l孟
′孟
1芸

19
.
三
つ
め
ぎ
り

20
.
木
工
や
す
り

2
1
.
木
づ
ち

22
.
げ
ん
の
う

2
3.
く
ぎ
披
き

24
.
ね
じ
廻
し

2
5.
糸
の
こ
機

26
.
か
ね
尺

2
7.
と
い
し

28
.
塗
装
用
容
器

2
9.
工
作
用
い
す

30
.
手
押
し
か
ん
な
機

(木
材
加
工
平
均
)

3
1.
直
角
定
木

32
.
金
切
り
ば
さ
み

33
.
は
ん
だ
ご
て

34
.
電
気
は
ん
だ
ご
て

35
,
片
手
-
ソ
マ
ー

36
.
鋼
尺

37
.
セ
ソ
タ
ポ
ソ
チ

38
.
け
が
き
針

39
.
平
や
す
り

4
0.
半
丸
や
す
り

4
1.
折
り
台

4
2
.
打
ち
木

4
3.
た
が
ね

(金
属
加
工
平
均
)

44
.
ス
パ
ナ

4
5
.
プ
ラ
イ
ヤ

7 7 7 3 3 7 7 4 7 7 3 3 71

2 2 2 8 8 2 2 4 2 2 8 8 21 1 1 4 4 1 1 2 1 1 4 4 11 1 1 1 1 2 1 1 1

5 2 0 1 8 0 9 6 1 1 1 6 41 4 1 2 2 4 2 3 6 3 2 3

3 8 9 4 8 6 6 6 5 8 4 3 01 3 4 5 3 2 1 5 2 4 1 3

82 82 82 78 78 82 82 64 82 82 78 78 821 1 1 1 1 3 1 1 1

6 5 3 6 0 0 6 9 4 0 8 2 05 1 3 5 3 6 3 4 9 5 2 3 5日 日 日 り H r

1 3 8 2 8 3 5 1 2 8 6 1 83 6 1 7 3 3 7 4 5 2 3 4 2

2 2 2 6 6 2 2 4 2 2 6 6 21 1 1 1 ▲ 1 2 1 1 1

72 72 72 36 36 72 72 舶 72 72 36 36 7日 ビ

5 3 0 7 8 3 2 6 9 1 nV3 2 7 7 4 6 6 3 1 5 8 2 2 31 4 3 2 1 5 1 1 3 3 1 1

3 9 0 9 5 8 6 6 1 1 6 6 87 1 3 4 4 2 2 1 1

6 6 6 2 2 6 6 2 6 6 2 2 66 6 6 6 6 6 6 3 6 6 6 6 63 3 3 1 1 3 3 7 3 3 1 1 3

3 4 0 1 4 6 8 6 0 9 1 0 77 1 5 9 7 0 9 1 7 8 5 4 92 1 1 2 1

0 9 4 6 1 9 4 9 7 4 2 ･4 1 7

2 5 1 5 4 2 5 2 4 2 3 ウ 】 2
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表
学
校
規
模
別
中
学
校
教
材
保
有
率
(%
)

学校
規模

(チ
)

技
術
･‖
家
庭
科

教
.
材

各

学
級
以
下

1.
-
2
学
級
(1
6)

4
5･
や
つ
,
と
､
こ

4
7ご
ね
じ
廻
-
し
.

4
8ご
自
席
串
修
理
用
具

49
∫
白
.
転
辛

50
･
油
さ
し

(機
械
.
平
均
)

5
1こ
ニ
ッ
パ
ノ

52
･
ペ
ソ
チ

53
.
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ

54
1
電
気
は
ん
だ
ご
て

(電
気
平
均
)メ

55
;
裁
.
降
板

56
.
ミ
･
シ
ソ

57
,.
ミI
.オ
ン
用
い
す

58
4
電
気
ア
イ
ロ
ン

59
.
裁
ち
ば
き
み
.

60
.
巻
き
尺
(2
m
)

6
1.
洗
た
､く
用
金
だ
ら
い

6
2i
鋭
63
i.
ル
レ
ッ
ト

64
.
仕
立
台

6
5･
ー
洗
温
板
､

66
;.
染
-
色
器
,

67
.
被
服
ー標
J本

(被
服
平
均
)

6
8.
調
理
台

6
9.
自
動
上
皿
ば
か
り

70
.
計
量
カ
ッ
プ

7
1.
計
量
ス
プ
ー
ン
(級
)

72
.
温
度
計
(2
00
C
o)

3.
-
5
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へき地児童生徒の学習に関する結合的研究

第12表 図書保有数別学校数

学校図書冊数規模小 学 校 中 学 校
Ⅰ Ⅱ Ⅱ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅱ 計

0ノー. 50 4 3 7 2 2 4

51.〉 100 1 8 9

101.､.150 2 4 1 7

151.ー 200 3 8 1 12 2 1 3

201.～′250 2 2 4 3 3

251′〉 300 2 11 5 18 1 4 5

301.ー 350 9 1 10 1 1 2

351′〉 400 8 4 12 1 1 2

401.} 450 6 5 11 2 3 ー5

451ノー 500 1 2 3 6 2 3 5

501ノー 550 2 4 6 1 2 3

551.〉 600 2 3 5 1 2 1 4

601ノー 650 2 2 4 2 2

651.- 700 l l 2 2

701.- 750 2 2 1 2 1 4

751ノー 800 2 1 3 l ll l

801ノー 850 l l

851ノ〉 900901′ー 950951ノ-1,000 l l5 51,001以上 2 2

不 明 1 11 1 13

第13表 学童一人当り教材費別学校数

学校教材費 (円)規模小 学 校 中 学 校Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計 Ⅰ Ⅱ 町 計

280円 (小基準)以下 1 3 4 l l420円 (中基準)以下 2 9 11

421ノ- 600 5 11 16 1 2 4 7

601ノ- 800 1 8 3 12 2 2

801.-1,000 9 9 l l

1,001.-1,500 19 5 24 4 4

1,501.-2,000 1 10 4 15 5 5

2,001ノ-2,500 6 1 7 2 2 1 5

2,501.-3,000 9 9 2 2 4

3,001以上 13 6 1 20 11 5 1 17

不 明 2 5 3 10 2 2
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